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Fig. 1 Number of theses containing "soil"
and "database" ( from Web of Science ) 

１．はじめに 
Fig. 1 は、論文データベースから検索した、

1990 年から 2002 年までの論文で "soil"と
"database"というキーワード持つ論文数の推移

である。この図で示されているように、土壌デ

ータベース（以下 DB と略）に対する興味が近

年高まってきている。これは、モニタリングや

モデリング手法などの進歩により、データを介

してモニタリングとモデリングを結合する必要

性が増大したことに関係する。 
土壌 DB に関してはインターネット対応型土

壌データベース1、地温データベース2、気象デー

タベース3などが整備されつつある。また、イン

ターネットを利用して、土壌 DB とモデルを結

合する手法の研究45も試みられている。しかしな

がら、異なる DB と別々のモデルとを任意に接

続する手法は未だ開発されていない。そこで、

本研究では Web サービスによって土壌に関する

データベースを相互接続するための共通化イン

タフェース（以下 IF と略）の開発を試みた。 
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Fig. 2 Interface mismatch of legacy databases 

２．既存データベースの問題点 
既存 DB には、データ構造や、データ取得方

法が DB ごとに異なっているという問題点があ

る。このため、Fig. 2 に示すように各アプリケー

ション（以下 AP と略）は特定の DB にしか接続

することができない。 
３．Webサービスによる相互接続 

Web サービスは、ネットワークを通じて AP
の機能を提供する仕組みである。実装として

Simple Object Access Protocol（以下 SOAP と

略）を使用する。SOAP は、XML 形式でデータ

を交換し、プログラミング環境に依存せず、ファイアウォールを通過することができる。そのため
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Fig. 3 A common interface for databases and
applications 
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. 3 に示す。SOAP による IF を用意することで、

                                                 

互運用性が高く、異なる DB 間の接続に適する。 
Web サービスで IF を共通化した概念図を Fig
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各

される DB や AP の数を考えた場合、

スト削減につながる。 
４

AP は全ての DB に接続できるようになる。 
従来の IF では、全ての AP（n 個）と DB（m 個）を個々に接続するのに要する IF の数は（n

×m）個であるが、Web サービスによる IF にすれば（n＋m）個に減らすことができる。これは過

去の知的財産として既に存在する DB や AP、これから開発

情報インフラ整備において莫大なコ

．試作したシステムとその効果 
DB の IF を共通化し、AP の IF も共通化したシステムを試作した。ここでは、熱拡散係数（κ）

を計算する AP を試作した(Fig. 4)。この AP では、Web サービスの Web Services Definition 
Language (WSDL) 指定、目的地、深さ、日時の設定などが共通化されている。こうすることで、

IF が共通化されていない従来のシステムでは、DB にアクセスしデータを取得し、そのデータを加

工し、熱拡散係数を計算するプログラムに引渡し、その計算結果をまた別のソフトで表示するなど

の手間がかかっていたのものが、IF が共通化された本システムでは、各種設定を行うだけでデー

タ取得から結果の表示までを全て自動化できた。さらに、同様の手続きで異なる DB にも容易にア

クセスでき、結果を即座に得ることができるようになった。一例として土壌 DB と地温 DB の異な

る

ンタフェースを共通化するという手法を用いて様々な DB を結合す

いろな予測が可能となりえる。 

DB を用いて、別々の AP により得られたκの計算結果を Table 1 に示す。 
今回試作したシステムでは地温 DB と土壌 DB を用いているが、この Web サービスによってイ

れば、より複雑なモデルでいろ

Table 1 Calculation results of

５．おわりに 
Web サービスを用いて共通化したインタフェースを持つデータベースから、

推定するシステムを試作し、その動作を確認した。この手法によって、

想される土壌データベースをさまざまなモデルから利用できるようになることが期待される。
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